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京大東アジアセンターニュースレター   第 425号   











































〒606-8501京都市左京区吉田本町 京都大学経済学部 堀 和生 













時  間： 2012年7月17日(火) 16：30－18：00 
場  所： 京都大学吉田キャンパス・法経済学部東館・地下１階みずほホール  








主な研究業績には『中国女性の就業行動―「市場化」と都市労働市場の変容』（慶應義塾大学出版会）、“The Lewisian Turning 
Point of Chinese Economy: Comparison with Japanese Experience,”（China Economic Journal Vol.3,No.2, July 2010（共著)）、「中国に
おける労働移動と都市労働市場の分断化:出稼ぎ労働者・都市戸籍住民間の所得格差に関する実証分析」（『比較経済研究』、第 48 巻
第 1 号）などがある。専攻は労働経済学、中国経済論。 
 
注：本研究会は原則として授業期間中の毎月第３火曜日に行います。2012年度における開催(予定)日は以下の通りです。  























     討論点：なぜ東アジアに向かわざるを得ないのか？ 
     －財政再建と官製金融そして経済成長と人口問題－ 
 
2012 年 5 月 19 日(土)15 時  京都会場：京都大学法経総合研究棟８階リフレッシュルーム 


















日時 2012 年 7 月 9 日（月） 11 時 45 分～12 時 15 分 
会場 京都大学法経済学部東館地下 1 階みずほホール 
［シンポジウム］ 
日時 同日 13 時～17 時 
会場 京都大学百周年記念会館国際交流ホールⅡ、Ⅲ 
［懇親会］ 






方は７月１０日(火)までにお申し込み下さい。（連絡先：大阪能率協会事務局e-mail:oma@crux.ocn.ne.jp 又は Fax: 































































1869 年完成｡    
1992 年から博物館と 
して公開｡ 
● 日程： 2012 年 9 月 23 日(日)～29 日(土)  7 日間 (行程は次ページ) 
● 費用： お一人概算 会員 228 千円  準会員 235 千円  非会員 242 千円 (二人一部屋) 
          一人部屋追加料金 28,600 円 
● オプショナル： お一人概算 ﾃﾞｨﾅｰｼｮｰ入り､ 20 千円(二人一部屋)  
一人部屋追加料金 5 千円 
● 募集： 申込先着 35 名様まで 
 
お問合せ・お申し込み  
 OMA 社団法人大阪能率協会 〒５４０－００２９大阪市中央区本町橋２－５ ﾏｲﾄﾞｰﾑおおさか ６階 


















（ ） 夕 ：
朝 ：
昼 ：
（ ） 夕 ：
朝 ：
ダッカ到着 昼 ：
（ ） 夕 ：
朝 ：
昼 ：
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                                                             小島正憲 





















































ー・モウ長官の逃亡」 高橋有恒著 恒文社刊）。  
                                            以上 
************************************************************************************************ 





                                                             小島正憲 
 































































































































































































































党動機を調べた 2008年のデータは 330人の党員、3659人の非党員の回答を得て以下の第 1表のような非常
に興味深い結果を示している。 
第 1表 2008年調査における中共党員入党動機の分布 
(党員 330人、非党員 3659人の分析) 
あなたは入党動機を主にどのようなものと思いますか 党員% 非党員% 
「為人民服務」 67 37 
共産主義のために働く 50 19 
中国共産党が唯一中国を繁栄富強に導ける政党だから 39 16 
仕事の発展に与するから 28 28 
社会的地位を上げるため 20 33 
政治的な地位を上げる機会 18 26 






















第 2表 党員分化の身分特徴 
 伝統的党員 実用的党員 
36歳未満(ベンチマーク) 
36-46歳 0.144*** -0.146*** 






47-58歳 0.188*** -0.188*** 
58歳以上 0.279*** -0.205*** 
高い社会的地位保有者 -0.015 0.024 
教育年数 -0.006 0.009* 
農村人口 0.014 0.047 
流動人口 0.036 0.153* 
都市人口(ベンチマーク) 
女性 0.047 0.043 
定数項 0.467*** 0.137 
標本数 319 319 
決定係数 0.126 0.148 































































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 





2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
12月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
4月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
7月  13.4 17.9 3.3 22.3 287 38.0 23.2 12.8 29.2 17.6 18.4 
8月  13.9 18.4 3.5 23.9 200 34.3 35.5 21.2 1.4 19.2 18.6 
9月 9.6 13.3 18.8 3.6 23.2 169 25.1 24.4 12.2 6.1 19.0 18.5 
10月  13.1 18.6 4.4 23.7 271 22.8 25.4 8.7 7.9 19.3 19.3 
11月  13.3 18.7 5.1 29.1 229 34.9 37.9 28.1 38.2 19.5 19.8 
12月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011年 9.2            
1月   19.9 4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4 10.5 32.9 16.6 16.2 
4月  13.4 17.1 5.3 37.2 114 29.8 22.0 8.2 15.2 15.4 15.8 
5月  13.3 16.9 5.5 33.6 130 19.3 28.4 12.1 13.4 15.1 15.4 
6月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年             
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 




されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
